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本研究の 目的 は
,
市 町村健康増進計画 の 推進活動 にお ける住民参加 の 成果を, 住民 の 認識 か ら明 ら か に する こ と で ある ｡
G県 内の 一 町で 計画 の 策定と推進 の 過程に参加 し て い る住民14名 に対 して , フ ォ ー カ ス グ ル
ー プ イ ン タ ビ ュ ー を実施 した ｡
内容 は, 参加 を通 して の 自分自身と家族や周囲の行動 ･ 意識 の 変化等と し, 質的帰納的に分析 した ｡
そ の 結果
,
150の デ ー タ が 抽出 され , (Ⅰ) 自分自身の 変化 (Ⅱ) 家族 の 変化 (Ⅲ) 周囲の 変化 (Ⅳ) 計画推進へ の 取
り組 み の 変化 の 4 カ テゴ リ , 23 サ ブカ テ ゴ リ に分類で きた ｡ (Ⅰ), (Ⅱ), (Ⅲ) に共通 した サ ブ カ テ ゴ リ は , < 健康観 の 変
化 >
,
< 生活習慣 の 改善 >, < 健康状態 の 変化 > , 及 び < 生活習慣改善 に よ る健康状態 の 評価> であ っ た｡ さ ら に (Ⅰ) で
は
,
<健康 づくり意欲の 向上 >, < 健康学習 の促進> , <健 康づ くり に よ る充実感 >, < 家族 へ の 健康づ くり活動 > , < 周
囲の 人 へ の 健康 づくり活動 >, < 地域 の 健康問題 へ の 関心 > が, (Ⅲ) で は < 地域で の 健康 づくり活動 の 伸展 >, < 周 囲の
人 同士 の 繋が り の 伸展 >, (Ⅳ) で は <計画推進 の 取り組 み の 評価 >, <計 画推進 に向けて の 意欲 >, <計 画推進 に向けた
具体策 の 提案> が あ っ た ｡ 住民 は, 自 身や 家族 ･ 周 囲の 健康 づくり活動が促進 さ れ た と認識 し, 今後の 推進活動 へ の 意欲 を
示 した｡ 住民 の 草の 根 的な活動の 重要性が再認識 でき, 住 民の 意欲 を具現化す る機会を継続的に持 つ 必 要性が示唆さ れ た ｡
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I . 目 的
平成12年に開始された ｢21世紀にお ける国民健康づく
り運動 ( 健康日本21)｣で は, ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の
理念に基 づ い て , 住民参加によ る健康 づくり運動の 推
進が基本とされ て おり
1)
, 地方自治体 にお ける健康増進
計画の 策定か ら推進, 評価と い っ た あらゆる段階にお
い て 住民参加 で進められ る こ とが重要と い われ て い る｡
Feingdd, E は, 住民参加を, 第1段階 ｢ 知らせ る｣, 第
2段階 ｢相談･ 協議｣, 第3段階 ｢パ ー ト ナ ー シ ッ プ｣,
第 4段階 ｢権限の委譲｣, 第5段階 ｢ 市民自主管理｣ の
5段階に整理して おり, 住民参加を ｢企画またはプラ ン
ニ ン グ - の 参加, 端的 に は意志決定 へ の参加｣ と定義し
て い る宮坂は, 第 3段階が本来の住民参加の 姿だろうと
述 べ て い る2)｡ す なわち. 単なる住民 - の説明や意見の
聴取だけで はなく, 自治体側と住民との パ ー トナ ー シ ッ
プ が不可欠である｡
こ の ような考え方の もと に, 住民参加による健康増進
計画策定と推進が各地 で進められ て おり , そ の 活動実績
も数多く報告され て い る
3 ト 6)
｡ ま た
,
住民参加 によ る
健康増進計画策走や健康づくり活動展開の 手法に関する
研究7 ト 9) もみられるようにな っ た ｡ そ の 中 で , こ れま
で 取り組まれ た住民参加や住民との協働活動が住民自身
や地域全体 にもた ら した成果も示 され て い る 9 )が , こ
れ らの 活動実績報告や先行研究における住民参加による
活動成果は , 提供者側の視点によるもの が中心で あり,
当事者側, 特に計画に直接関わ っ た住民側の 視点による
活動成果や意義に つ い て 明らかに したもの は少な い ｡ 今
後も住民参加による健康増進計画の 策定や推進をすすめ
て い くためには, 住民参加によ っ て もたらされる成果を
実証的に明らかに し, そ れをより拡大する方向で 活動を
展開するこ とが不可欠と考える ｡
そ こ で , 本研究で は , 健康増進計画の策定や推進に参
加するこ とが住民にと っ て どの ような成果をもたらすか
を住民自身の認識から明らか にする こ とを目的とする ｡
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Ⅱ . 方 法
1 . 対象地域における健康増進計画策定 ･ 推進の概要
対象地城は , 健康増進計画の策定から推進にお い て住
民が主体的に参加して い たG県内の - 町 と した｡
対象地域における健康増進計画策走は , まず平成14年
7月 に策定委貞会を設置した ｡ 36名 の 策定委貞の うち,
養護教諭3名を除く33名が住民で あり, 公募によ る応募
者16名, 食生活改善推進員3名, 健康推進員3名, 子育
て サポ ー タ ー 3名, 長寿会4名, そ の 他婦人会, 区長会
など多様な立場 ･ 年齢層の 編成であ っ た｡ 計11 回の会議
を経て , 平成1 5年10月に健康増進計画が策定された｡ そ
の 際, 各策定委貞に推進活動 - の 参加意志を確認 した ｡
そ の結果 , 住民 で ある策定委貞23名が引き続き推進委貞
となる ことを了承 し, 推進会議を発足 した｡ 以 後, 調査
時点まで に3 回の 推進会議を実施 した｡ 推進委員の提案
によ っ て実現した活動で は, ｢ 中学校P T A主催の 生徒
と保護者を対象と した喫煙防止講演会｣, ｢住民自主組織
ウ オ ー キ ン グ の会 の 設立｣, ｢健康まつ りで の健康宣言 ･
ク イ ズ ラ リ ー ｣, ｢町 の 広報誌 に健康増進計画 P Rコ ー
ナ ー を企画｣ などがある｡
研究者ら は, 計画策走 ･ 推進過程 を協働で 実践した ｡
2 . デ ー タ収集方法
対象者は, 平成17年3月30 日の推進会議に 参加した推
進香貞 (住民)14名で ある ｡ 対象者を1 グル ー プ7名と
し て 2 グル ー プ に分け, 約1時間30分の フ ォ ー カ ス グ
ル ー プイ ン タ ビ ュ ー を実施 した｡ フ ォ ー カ ス グル ー プイ
ン タ ビ ュ ー は, グ ル
ー プ ダイ ナ ミ ク ス を用 い て 質的に情
報把握を行う科学的な方法論の 1 つ
10) で ある ｡ 本研究
の 目的は, 健康増進計画の策定と推進に直接関わ っ た住
民自身の 認識を明らか にするため , 対象者間 の 相互作用
を活用 した こ の 方法を選択 した ｡ イ ン タ ビ ュ ー の 内容
は, 健康増進計画の策定や推進活動 を通して 推進委貞自
身及び家族や周囲の行動 ･ 意識 で 変化した こと , 活動の
成果と考えられる こ と等と した ｡ イ ン タ ビ ュ ー の 進行と
調整を行うイ ンタ ビ ュ ア ー は 第 一 ･ 第二 著者が務め , 各
グ ル ー プ に町保健師2 名がア シ ス タ ン ト ･ 記録者とな っ
た ｡ また , 収集デ ー タ の妥当性 ･ 信頼性を確保するため
に, 事前に方法に関する学習会と研究者間による プ レイ
ンタ ビ ュ ー 及 び評価を実施 し, イ ン タ ビ ュ ア ー の 質の 確
保に努めた ｡
3 . 分析方法
逐語録か ら ｢健康増進計画の策定 ･ 推進活動に参加し
て 変化した こと ･ 成果｣ が含まれる文節を抽出し, 意味
内容 を変えな い よう単文化したもの を分析 デ ー タ と し
た ｡ 分析デ ー タ は, 同類 の 意味内容 を統合 ･ 整理 して カ
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テ ゴ リ化 を行 っ た｡ な お , 複数の 研究者の 協議による
デ ー タ の抽出 ･ 分析により信頼性 ･ 妥当性を高め る努力
をした｡
4 . 倫理的配慮
本研究は , 推進委貞が これまで の 取り組み の成果を相
互に確認 ･ 共有しあう ことを目的に, 定例 の推進会議の
一 環 と して 実施した ｡ 推進委貞宛に事前に郵送する会議
開催通知にお い て , 本 フ ォ ー カ ス グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー
の 目的と方法, 及びそ の 結果を個人が特定されな い形 で
研究的に分析し公表する旨の説明し, 今回 の会議は任意
参加で あり, 参加協力の 同意が得られた場合には会議 へ
の 出席を依頼した ｡ さ らに, 会議当日も目的と方法を口
頭で 説明し, 発言は強制で はな い こ と, 途中で の 退席も
可能である こと等を伝えて 了解を得て から実施した｡
Ⅲ. 結 果
14名が健康増進計画の策定と推進に参加 した ことを通
して の 変化 ･ 成果と表現 した内容か ら, 150件の デ ー タ
が抽出され, 23の サ ブカ テ ゴ リ , 4 の カ テ ゴ リ に分類で
きた( 衣)｡ 4 の カテ ゴリは , (Ⅰ) 自分自身の変化, (Ⅱ)
家族の 変化, (Ⅲ) 周囲の 変化, (Ⅳ) 計画推進 へ の 取り
組み の変化で ある｡ 以 下 に , カ テ ゴ リ毎の 推進委員が認
識した変化 ･ 成果 の 内容を示す｡ なお , サ ブカ テ ゴ リを
< >,
" "
を推進委貞が表現した内容で表す｡
(Ⅰ) 自分自身の変化
推進委貞は , 健康増進計画の 策定 ･ 推進に参加した こ
とによる自分自身の 変化 を認識 して おり, そ の 内容は,
< 生活習慣の改善> , < 健康状態の 変化>, < 生活習慣
改善による健康状態の評価 > , < 健康観の 変化> , < 健
康 づくり意欲の 向上 > , < 健康学習の 促進 > , < 健康
づくり による充実感> , < 家族 へ の 健康づ くり活動> ,
< 周囲の 人 - の健康づくり活動> , < 地域の 健康問題 へ
の 関心> で あ っ た｡
① < 生活習慣の改善>
こ れは, 自分自身の変化の 中で も最も多様な表現で 語
られたサ ブカテ ゴ リ で あ っ た ｡ 食生活の 改善で は, 間食
を しな い な ど目標を決め て 実行するもの や, 減塩等 に
配慮する と いうもの で あ っ た ｡ 運動 ･ 活動 の 改善で は,
ウ オ ー キ ン グ の会に参加する , 毎日歩くなど生活の 中に
運動時間を生 み出したもの ,
"
洗濯物は1枚で も2階に
干しに行く
"
,
"
孫 の相手や缶拾 い の 目的を持ち遠くまで
歩く
''
等生活 の工夫により運動量を増や したもの であ っ
た｡
② <健康状態の変化>
こ れは
,
体重 の増減に関する変化で あ っ た ｡
③ < 生活習慣改善による健康状態の 評価>
"
普通に食 べ 物を摂取 して い て 体重が減 っ た の は運動
した効果だ と思う
"
,
"
運動するよう にな っ て 血圧が下
が っ た ･ 胃 の調子が良くな っ だ
'
な ど健康状態の変化を
生活習慣改善の効果と して 評価したもの であ っ た o
④ <健康観の 変化>
これは, < 生活習慣の 改善> に次 い で多く語られたサ
ブカ テ ゴ リ であ っ た ｡
"
運動は生活習慣の 予防に必 要と
いう ことが は っ きりしだ
'
な ど, 生活と健康との 関連に
っ い て 認識を深め , 健康 の ため の 知識や学習の 必要性 ･
意義を感じて い た｡ また, 自分自身の経験や推進活動で
の 取り組み を通じ て ,
"
楽 しく
"
,
"
継続 し で ,
"
意図的
に
''
, な ど健康づくりの 方法に つ い て の 考えも述 べ て い
た｡ さ ら に, 策定 ･ 推進会議で の検討を通じ て ,
"
家族
の健康を守る私がまず健康で なけれ ばと考えるように
な っ だ
'
な ど, 健康の 重要性に つ い て再認識するように
な っ て い た ｡
⑤ <健康づくり意欲の向上 >
"
毎 日1万歩を目標に歩く気持ちが持て て 良か っ f=
"
,
…
朝 の ウ オ ー キ ン グを続けて い きた い
''
な ど, 自身が決
め た目標に 向か っ て 取り組む こ とに意欲を持ち, そ の
継続によ っ て ,
"
自分にも出来るかも しれ な い と自信を
持 っ だ
'
な ど, 自分 の健康 づくりに対して 自信を持 っ て
い た ｡ ま た,
"
推進会議に参加 して 勉強できる こと に感
謝 して い る
' '
,
"
会議に参加すると健康づくりの意欲が増
す
"
な ど, 推進会議で推進委貞同士や ス タ ッ フ と会うこ
とが意欲の 継続に つ なが っ て い た ｡ さ らに,
"
自分が健
康づ くりの 手本 にな らなくて は い けな い
''
と い うよう
に, 自 らが牽引者と して健康 づくりに取り組むこ とで周
囲の 人 々 の健康づくりを進めようと い う責任感が現れる
発言も見られた ｡
⑥ <健康学習の 促進>
筋力ア ッ プ教室や離乳食講習会な ど, 町が提供する保
健事業に積極的に参加 して い た ｡ ま た , 学校給食試食会
に参加したり, 教員に子 どもの 食生活に つ い て 質問した
りな ど, P T A活動の 中で の 学習に取り組んで い た｡
⑦ <健康 づくりによる充実感>
"
動く ように な っ て グラ ウ ン ド ゴ ル フ の 成績 も良く
な っ だ
'
,
"
歩く こ と で季節の 移り変わりや近所の様子が
目 に止まるように な っ だ
'
な ど, 健康 づくりの 取り組に
より生活の豊か さや充実感を味わ っ て い た ｡
⑧ < 家族 へ の健康づくり活動 >
別居の息子に生活習慣病予防の 説明をしたり, 家族ぐ
るみ で夫 の禁煙に取り組んだりなど, 家族に対し て健康
づくりに向けた働きかけを行 っ て い た｡
⑨ < 周囲の 人 へ の健康づくり活動>
参加 して い るサ ー ク ル の仲間に健康増進計画をP R し
たりt 近所 の人を運動や健診 に誘 っ たり等, 自分 の 身近
な人に対し て働きかけを行 っ て い た｡ ま た. P T A の役
員に講演会を提案 したり, 自治会の役員 へ 集会所に健康
増進計画の ポ ス タ ー 掲示を依頼したり等, 自分の つ なが
りが ある地域の組織や役員に対 して , 自ら の 判断で主体
的に協力 を求める働きか けを行 っ て い た ｡
⑲ < 地域の 健康間道 へ の 関心>
子供の 食生活と将来 へ の影響を考えたり, 周囲に糖尿
病患者が多 い こ とを実感 したり等 , 現在か ら将来にわた
る地域の 健康問題 - 関心を示 して い た ｡
(Ⅱ) 家族の変化
推進委貞は, 家族 の変化 を捉え, そ れ を自分自身の 変
化や自分が家族に働きかけた こと の 成果と して認識 して
い た｡ そ の 内容は , < 家族の 生活習慣の改善> , < 家族
の 健康状態の 変化 > , < 家族の 生活習慣改善による健康
状態の評価> , < 家族の 健康観の変化 > であ っ た ｡
⑪ <家族の 生活習慣の 改善>
妻に運 動を勧め たり , 夫に副流煙の 害を伝えたり し
た こと で , 運動や禁煙が実現 して い た ｡
⑩ < 家族の 健康状態の変化>
息子の 肥満の 改善, 妻 の 血圧 の 改善, 子供 の歯 の状態
の 改善な ど, 家族 の健康状態の 改善を認識して い た｡
⑬ < 家族の生活習慣改善による健康状態の評価>
``
妻 は, ウ オ ー キ ン グ の会 に誘われ て 歩くようにな っ
た こ と で
, 歩き方が急速に進歩し , 身体も軽く動きやす
くな っ だ
'
等 , 家族自身の健康状態の 変化を, 生活習慣
を改善した ことたよ る効果と して 評価 して い た ｡
⑭ < 家族の 健康観の変化>
妻に肥満解消の必要性 を伝えた こと により, 妻が 自覚
して 運動に取り組むようにな っ て い た｡
(Ⅲ) 周囲の変化
推進委貞は , 周囲の 人や地域の 変化を捉え, そ れ を自
分自身の 変化や自分が周囲の 人に働きかけた こと の 成果
と して 認識して い た｡ そ の 内容は , < 周囲の 人の 生活習
慣の 改善> , < 周囲の 人の健康状態の 変化> , <周囲の
人 の 生活習慣改善に よる健康状態の 評価> , < 周囲 の
人 の 健康観の 変化 > , < 地域 で の健康 づくり活動の 伸
展> , < 周囲の 人同士 の 繋がりの 伸展> であ っ た｡
⑮ <周囲の 人 の 生活習慣の 改善>
推進委貞が設立した ウ オ ー キ ン グ の会 の会員が , 参加
をき っ かけに日常的に運動量が増えて い る こ と を把握し
て い た｡ ま た ,
"
自分が運動 に誘 っ た人 が自ら歩くよう
にな っ て き7=
"
な ど, 自身が働きかけた周囲の 人の 生活
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習慣の変化に注目 して い る様子が見られた ｡
⑯ <周囲の 人の健康状態の変化>
"
担当して い る体操教室参加者の 歩行能力が上が っ だ
'
と い い , 周囲の 人 の健康状態の 変化を認識 して い た ｡
⑫ < 周囲の 人 の生活習慣改善による健康状態の 評価 >
推進委貞が設立 したウ オ ー キ ン グ の会員の歩行能力向
上 を, 自ら の活動の 成果と関連づ けて評価 して い た ｡
⑱ < 周囲の 人 の健康観の 変化>
"
担当し て い る体操教室の 参加者の 健康意識が高ま っ
て きfLJ
'
,
"
p T Aの 保護者か ら色 々な勉強が で きて良
か っ たと い われだ
'
等
, 推進委貞が自ら働きかけた周囲の
人々 の反応を確かめ , 健康観が変化したと認識して い た｡
⑩ < 地域で の健康づくり活動の 伸展>
推進委貞は, 地域 で の健康 づくり活動が活発にな っ て
い る こ と を実感し, そ れを自分たちの 取り組み の成果だ
と認識して い た｡ 具体的には, ウ オ ー キ ン グの 会が参加
者も増え, 運営も拡大し, 会員同士 の 話し合 い が活性化
した こ と, P T A で 健康に関する活動が発展した こ と ,
担当して い る体操教室仲間で健康 づくりの 話し合 い がす
すん で い る こ と , 自治会の役員から健康増進計画の 周知
に対する取り組みの 賛同が得られた ことなどであ っ た｡
⑳ < 周囲の 人同士の 繋がりの伸展 >
"
歩く こ とを通じ て心も つ なが っ た気がする
' '
,
"
会員
同士で声を掛 け合 い , 遊 びに行き来するようにな っ だ
'
な ど, ウ オ ー キ ン グの 会をき っ かけに周囲の 人同士の 繋
がりが伸展 して い る こ と を認識して い た｡
(Ⅳ) 計画推進へ の取り組みの変化
推進委貞は, 上 記の 変化を踏まえて , こ れ ら の変化を
もたらした の は計画推進の 取り組みの 成果であると認識
し, さ らに推進に向けて の 意欲や具体策を述 べ た｡
㊨ <計画推進の取り組みの 評価>
"
健康増進計画の こと を仲間に話すとサ ー ク ル の 参加
者が増える
"
, と い うように
,
推進委貞自身が地域で行 っ
て い る活動の 中に健康増進計画の推進を取りこん で い く
こと の相乗効果を認識 して い た｡ ま た ,
"
ウ オ ー キ ン グ
の会 の会員が増えた こと自体が健康増進計画策定 . 推進
活動の成果だと思う
"
と い う発言に見られるように , 自
らを健康増進計画推進の 重要な担 い 手とし て自負 し, そ
の 活動成果を実感 して い た ｡ ま た ,
"
自分が参加 した保
健事業は健康増進計画の 実施事業だ っ たと気 づ い だ
'
,
"
健康増進計画の 実施事業の 回数が増えたと 聞 い て 良 い
こ とだと思 っ だ
'
, と い っ た. 健康増進計画推進に関わ
る こと によ っ て保健事業 - の 関心の 高まりを見せ て い
た ｡ さ らに ,
``
健 康 づくりの ため の 町 の取り組み があり
がた い と思う
''
と い うように計画の策定 ･ 推進過程にお
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ける行政側の取り組み に対する評価も行 っ て い た ｡
⑫ < 計画推進に向けて の 意欲>
"
健康増進計画の推進には自分自身がまず変わらなく
て は い けな い と思う
' '
,
"
健康増進計画の 推進活動をより
充実 した い
"
, な ど, 計画推進に向けて の さ らなる意欲
を示 した ｡ また,
"
近所 の 人にも何か あれば少し でもケ
ア した い
''
,
"
担当し て い る体操教室の 中で健康増進計画
をも っ と p Rした い
"
等 , 自分 の立場 を活か して 出来る
こと に取り組む意欲を示した｡
⑳ <計画推進に向けた具体策の提案>
推進委貞は
,
"
参加者が体験で きる保健事業が大草
t
,
"
健 康 づくりも楽しく した ほうがよ い
' '
,
"
1中間作りが大
切
''
な ど推進の 考え方や留意点や , 体育館の環境整備 ,
健康増進計画のP R方法の具体的なアイデアを提案した ｡
Ⅳ . 考 察
1 . 健康増進計画の策定と推進に参加した住民が認識し
た成果の特徴
健康増進計画の 策定と推進に委員と し て参加した住民
が, それ による変化 ･ 成果と し て 認識 した内容は, 『自
分自身の変化』, 『家族の 変化』, 『周囲の 変化』 に分類さ
れ
. さ ら に, そ れ ら の 変化を踏まえた 『計画推進 へ の取
り組みの変化』 が あげられた ｡ こ れ らの 内容は , 先行研
究の中で保健師が捉えた住民の 変化 すなわち, 住民が
健康に つ い て考え, 前向きに取り組むようになる こと ,
生活に張りや生きが い が出来る こ と, 住民同士 の つ なが
りが強化され る こと , 成功体験により自信を深めて いく
こと
, 住民自身が自分の力に気づくこ と, 健康 の ため に
仲間や環境の 要素が重要であると気 づくこ と 9) と共通
して い た ｡ ま た , 模井らが述 べ て い る ｢住民参画は, 住
民が当事者と して 主体的に個人の 行動を選択決定して い
く力量を形成する機会 になる｣11) と い う ことが , 本研究
にお い て住民の認識から実証されたと い える ｡
さ らに
, 発言内容から各カ テ ゴ リ ･ サ ブ カ テ ゴ リ間の
関係を検討すると , もたらされた変化の 拡がりや各 々 の
関係性, 計画策定 ･ 推進活動との 関連性が見出された ｡
囲にそ の構造を示し, 以下 に内容を述 べ る｡
1) 変化の 拡がり
本研究にお い て . 計画策走と推進に参加した住民は,
自分自身の 変化の みな らず, そ の 家族や , 周囲の 人に つ
い て も変化がもたらされ , さ らに , 地区組織やP TAな
ど幅広く周囲の 人同士の 繋がりや地域の 健康づくり活動
が伸展して い ると認識 して い た｡ こ れまで の 活動実績報
告の 中で提供者側が捉えた参加住民の 変化は ,
"
地域住
民とし て の役割も考えられるようにな っ だ
'5)
,
"
チ ー ム
と して の仲 間意識の 高揚が見 られ だ
' 9) な ど, 住民個々
の 変化や メ ン バ ー 間 の 関係性の 変化が 述 べ られ て い た
が , 本研究から , 『健康 づくり活動の 普及啓発』 と いう
計画策定 ･ 推進活動の 目 的を理解 した住民 は, そ の 成
果 ･ 変化を幅広く捉えて い ると いう こ とが考えられる ｡
2) 変化の 関係性
自分自身の 健康に関わる変化は互 い に関連 しあ い , さ
ら なる変化 を生み出すもの で あ っ た｡ す なわち , 計画策
定と推進に関わ る こと で自ら の健康観が変化 し, 健康学
習や生活習慣改善に取り組み, そ れにより健康状態が変
化した ことを自覚して い た｡ そ して 自分自身が変化し継
続できて い る こ とが , 健康 づくり - の意欲や充実感に つ
ながり, 健康観を明確にすると いう ことが確認された ｡
また , 自 らが健康づくりに取り組む姿勢や効果を示す
こと を通 じて , 家族や周囲の 人に健康づくりに向けた働
きか けを行 っ て い た｡ そ の 上 で , 働きかけた人 の そ の 後
に関心を向け, 健康観や生 活習慣 , 健康状態が変化して
い ると認識 して い た ｡ そ して , 変化を自らの 活動の成果
や計画推進の取り組みの 成果と認識し, さ らなる取り組
みの意欲や取り組みの 具体策に つ なげて い た ｡
3) 変化の健康増進計画策走 ･ 推進活動との 関連性
こ れま で の 活動実績報告の 中で , 健康 づくりを自分の
地域の 問題と捉えt 自分たちにで きる こと を考えるよう
になり4), 6), 9), 健康な町づくりの た め の積極的な意見,
豊か な発想がだされ るようになり
6)
, プ ラ ン に愛着を示
し
5)
, 活動 の 満足感と達成感が 表現され た
9) と い っ た,
参加住民の 計画策定 ･ 推進活動の中で の変化が述 べ られ
て おり, 本研究でも同様にカ テ ゴ リ (Ⅳ) と して , 取り
組み の 評価や推進に向けた意欲 , 具体策があげられた o
加えて 本研究で は, 会議 で の 課題や対策の検討が , 健康
を再認識 し健康学習や生活習慣改善 へ 取り組む契機と な
り, さ らに会議で 互 い の取り組み を共有する ことが健康
づくり意欲の 向上にな っ て い た ｡ す なわち, 健康増進計
画策走 ･ 推進活動 - の 参加は , 住民に健康づくりの企画
者や推進者と して の 変化をもたらすだけで なく, 自分自
身の健康に 関する変化に つ なが っ て い ると考えられる ｡
ま た , 住民は元来, 自治会や P T At サ ー ク ル 活動な
ど地域の 中で組織や 団体に所属 し役割 を担 っ て い る の
で , 健康増進計画の 推進も各々 の立場や役割を活用して
そ の 中に取りこ ん で い た｡ そ れによりt P TA活動が活
発になりサ ー ク ル仲間が増えるな ど元々 の 立場や役割に
もメリ ッ トが得られ て い る こ とを実感し, そ の こ とが推
進活動 へ の 意欲にもつ なが ると考えられる ｡
2. 健康増進計画策定 ･ 推進活動における示唆
上記か ら , 住民参加による計画推進を行う上 で は, 秦
加する住民が草の根的に活動を拡げて い く重要性を深く
認識し, 住民が 自ら の 判断で主体的に活動 を展開して い
けるため の環境 を整えるこ とが必要で ある ｡ さ ら に, 住
民の ア イ デ ア を取り入れ , 主体的な活動 を賞賛し, 成果
を共に確認すると い う, 参加する住民の 取り組み意欲を
具現化する場や機会を継続的に持 つ こ とが必要と い える｡
3 . 本研究の限界
本研究は, 一 地 域の 健康増進計画策克と推進に参加 し
た 一 部 の住民の 認識を分析したもの で あるため , 今 回得
られた知見を今後さ らに事例を重ねて検証して い く必要
が ある｡ 特 に , 現状 で は計画策走 ･ 推進における住民参
加の程度や方法が多様である の で , 住民参加の 方法と住
民にもたらされる成果との 関連性をさら に検討し, 成果
を拡大するため の 計画策走 ･ 推進 の 方法を探究した い ｡
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表 健康 づくり計画の 策定 ･ 推進に参加した住民が認識する成果
カテ
ゴ リ
サブ カ テ ゴリ デ 夕 の 内 容
デ ー
夕数
Ⅰ
1 . 生 活習慣 の 改
善
食生活が改善した [ 間食をしない , 夜食を しない . 過食 を しない , 減塩に する , 甘味を控ぇる , 市販総菜の 選び方に気を つ ける ,
バ ラ ン ス を考える , 食事 に配慮する , 自分と家族の 健康 を考えた食事を作る]. 運動
. 活動が改善 した [ウ オ ー キ ン グの 会に継続
参加する , 毎日歩く, 今ま で以 上 に歩く, 自分な りの 運動 に努力する , 体育館を利 用 して継続的に運 動する , 家事
. 生活の 中で
動く工 夫をする], 休肝日 を設けた , 適正飲酒 に気を つ けて い る , 子 どもを定期的に歯科受診させ た , 生 活習慣が改善 した
26
2 . 健康状 態の 変
化
体重が 変化 した 1
3 . 生 活 習慣 改善
に よる健 康状態の
評価
(運動 したこ とに より). 体重が 減少した , 身体症状が改善 した , エ ネル ギ
ー が 増した , 身体が 身軽に な つ た
5
4一 億康観の 変化 生 活と健康との 関連 を認識 した [運動
の 肥 満の 関 係を再認識 した , 運動 と中性脂肪 との 関係を再認識 したo 運 動と生 活習慣病予
防の 関係に つ い て実感 した , 運動の 生 活習慣病予防以外の 効果に つ い て認識した , 運 動が健康にもた らす効果 を 実感 した , 喫煙
が家族 に及ぼ す影響を再認識 した]. 健康づくり方法の 認識が 変わ つ た [ 健康に 関する知識が 必要と思 うように な つ た , 健康に関
する学習 をす る意義が わか つ た , 健康学習の 方法は実践に勝 るもの は な い , 健康づくりは継続す るこ とが重要だ , 健康づ く りは
楽しい 方法で行い たい , 意図的 . 継続的に歩く必 要がある , 健康づ くり は本人が その 気に なるか が 課題 だ , 自分で健康の た めの
努力を しなくて はい けな い と思う, 虫歯になら ない うち に歯科受診する習慣が ある と良い], 健康の 重要性 を再認識した [健康が
19
自
分
自
身
の
餐
化
一 番だ と思 つ た , 健康は重 要だ , 家族の 健康の た め にも自分が 健康で な けれ ばと考 え た]
5 . 健康 づ くり意
欲の 向上
健康のた め には自分も家族も勉弓如 泌 要だ と思う , 健康に対する関心 をも つ ように なつ た , 毎日1万歩 を目標に歩く気持ちが 持て
て良か つ た , 朝の ウ オ ー キ ン グ を続けて い きた い と思う , 自分にも出来るか も しれ ない と自信を持つ た , 健康づくりは やれ ば絶
対にでき ると思 う , 推進会議に参加して勉強でき るこ とに 感謝 してい る , 推進会議に参加する と健康づ くり の 意欲が 増す, 推進
委員に会うと健康づ くり の 意欲が 増す, 自分が健康づくり の 手本に なら なくて はい け ない と思 う, 自分が担当 してい る体操教室
ll
･の 人が推進活動に参加してくれ るか ら自分 が 休ん じや い けな い か な と思 つ て参加 して い る
6 . 健康学習の 促
進
保健事業 に参加 した [筋力ア ッ プ教室を受講 した 離乳食講習会 を受講 した], P T A活動で 学習 した [ 学校給食の 試食会に参加
した , P T A活動を通 じて学習 した [子 どもの 食生 活に つ い て調 べ た , 中学校 の 先生 に子 ど もの 食生 活の 話を聞 い た , 未成年の 6
喫煙防止 講演会を聴い た]
7 . 健康づ くり に 動く ようにな つ て グ ラ ウ ン ドゴル フ の 成績も良くな つ た , 歩く こ と で今まで 気づ か なか つ た季節の 移り変わ りや 近所の 様子が 目 2
よ る充実感 にと まる よう にな つ た
8 , 家族 - の 健康 (家族に) 健康づくり の 意義 を説明 した , 生 活習 慣病予防の 資料 を渡 した , 生活習慣の 改善を勧め た , 肥 満予防を勧め た , 食物の 8
づ くり着古動 摂り方を伝えた . 喫煙の 害を説明した , 禁煙 を勧め た , 健診受診 を勧め た
9 . 周囲 の 人 へ の
健康づくり活動
自分が 関わつ てい る団体の 仲間- 働きか け た[ 健康増進計画 を周知 した , 過 食の 防止 を勧め た], 近 所
. 周圃の 人に働きか けた [運
動に誘 つ た
,
健康づ くりの 活動に誘 つ た , 食事の 意義を説明した , 健診の 意義を説明した], P T Aへ 健康づくりに関わ る講演会 8
の 開催を提案した , 自治会の 役員- 健康増進計画の 周知に対する協力を求めた
lO. 地 域 の 健康 間 子供の 食生活を考えない と将来高血 圧 の人が増える と思う , 親子関係で悩 んで い る人が 気に かか る . 糖尿病の 患者が周りに多い 4
題- の 関心 とい うこ とを実感した , 周囲の い ろい ろな 問題 に関心 を持つ よう にな つ た
ll. 家族 の 生 活習
慣の改善
( 家族が) ス ポ ー ツ をす るように なつ た , 禁煙 した 2
Ⅱ
秦
族
の
餐
化
12, 家族 の 健康状
態の変化
(家族の) 肥満が改善 した , 動き方が軽快 になづ た , 身体症状が 改善 した , 歯の 状態が 良くな つ た 4
13. 家族 の 生 活習
慣改善に よ る健康
状態の 評価
( 家族が ウ オ ー キ ン グの会に参加する ようになつ て) 歩き方が 進歩 した , か らだが軽く動きやすくな つ た
2
14. 家族の 健康観
の 変化
家族が肥 満解消に真剣 に取り組むように な つ た 1
Ⅲ
周
圃
15. 周囲 の 人 の 生 ウオ
ー キ ン グ会員の 運動量が 増えた [町 の 歩くイ■ベ ン トに全て参加した 人が い る , 体育館で運動 して い る人が い る], 自分が 運動 4
活習慣の 改善 に誘 つ た人 が自ら歩くようにな つ て きた , 自分が 担当してい る体操教室の 参加者が他の 運動事業にも参加するよ つ に なつ た
16, 周囲 の 人 の 健
廉状態の 変化
自分が担当 して い る体操教室の 参加者 の 歩行能力が上 が つ た 1
17. 周 囲の 人の 生
活習慣 改善に よ る
健康状態の 評価
ウ オ ー キ ン グ会員は , 歩くのが 速くな つ た
1
18, 周 囲の 人 の 健 自分が担当して い る教室の 体操に つ い て周囲の人 の 関心が高く な つ た , 体操教室の 参加者の 健康意識が 高まつ てきた , 体操教室
5廉観の 変化 の参加者と ｢ 寝たきりに なら ない ように｣ と言い なが ら体操をして い る , 喫煙防止講演会を聴い た P T Aの 保護者が タ バ
コ の 副
の
餐
化
流煙の 怖さ に驚い て い た , P T Aの 保護者か ら色々 な勉強 がで きて 良か つ たと い わ れ た
19. 地 域 で の 健康 ウ オ
ー キ ン グの 会の 活動が 発展 した [ 会を設立 した , 参加者が増 えた , すべ て の 地域の人が参加 しや すい ように歩くコ
--ス を工
l l
づ くり活動の 伸展 夫した , 会の 活動以外に歩き たい 人 は歩く よう心 が けて い こ うと話 しあ つ た . 会員 と町で 行われ る歩くイ
ベ ン トには 進んで参加
しようと話 し合つ た], P T Aの 健康に関する活動が発展 した [こ どもの 食生 活の 問題 点 を話 し合つ た , 子ど もの 味覚 を育て て
い かな けれ ばい け ない と話し合つ た], 自分が 担当してい る体操教室で ウ オ
ー キ ン グや 運動事業 にみ んなで 参加 しようと話 し合 つ
た
, 自治会の 役員か ら健康増進計画の 周知に対する取り組みの 賛同 が得 られた , 町 の 広報誌 に健康増進計画 の P Rコ
ー ナ ー-を作 つ
た
20. 周囲 の 人 同士 (ウ オ
ー キ ン グの 会 を通 じて 会員同士 の), 心 が つ なが つ た気がする . コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が で きるよ うにな つ た , 雰囲気が 良く 4
の 繋がりの 伸展 なつ た , 声を掛け合 つ て遊び に行 き来す る ように なつ た
Ⅳ
計
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21. 計画推進 の 取 推進会議に参加して い る こ と と , 自分が 担当して い る教室 の 体操に 関心 が高ま つ て い る こと とは 関係がある気が する , 健康増進
9
り組み の 評価 計画の こと を仲間に 話すと い ろ い ろなサ ー ク ル の 参加者が 増え る , 体操教室 の 参加者が 前向きな気持ち にな つ て い て良い こ と だ
と思う
,
運動の ため に歩くとい う意識は周囲に浸透 してきて い る , ウ オ ー キ ン グの 会の 会員が 増えた こ と自体が 健康増進計画策
走 .推進活動の 成果だ と思 う, 自分が参加 した保健事業は健康増進計画 の 実施事業だつ たと気づ い た , 健康増進計画の 実施事業の
回数が増えたと 聞い て い い こ とだ と思.つ た , 健康づ くりの た め の 町 の 取り組み がありが た い と思う , 保健婦は健康増進計画の 内
容 を誰に でも伝わ る ような資料 を作れ て立 派だと思 う
22. 計画 推進 に向 健康増進計画の 推進に は自分自身が まず変わ ら なく ては い けな い と思う . 健康増進計画の 推進活動 をより充実した い , 健康増進
7けての 意欲 計画の 推進活動と して今後できそう なも の を拡大 して
い き たい
,
健康増進計画 の 中で課題 に な つ てい る こ と の 実践方法を考 え て
い る
,
近 所の 人 に も何かあ れ ば少しで も ケア した い , 自分が 担当 してい る体操教室の 中で 健康増進計画 の こと をもつ とp R して
い きたい , 離乳食講習会に子 育て サポ
ー タ ー と して協力 したい
23. 計画 推進に向 参加者が 体験で きる ような保健事業が 大事 だと思 う , 健康づ くりも楽しく した ほうが よい ようだ , 活動に参加する こ とに よ つ て
けた具体策の 提案 交流と楽 しみが ある ようにする , 仲間 作り が大切だ と思 う, 健康増進計画の 推進活動は , 知恵 を絞れ ば色々 な こ とが出来る と思
う, ウ オ ー キ ン グの 会で は , 歩く 場所の歴 史の 話な どい ろい ろ な勉強も した い , 体育館の 喫煙 コ
ー ナ ー を屋外 に設置すれ ばい い
9
と思 う, 健康増進計画 の 内容が公民館や婦人 会で 広め られ た らい い と.思う.
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